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　年末年始に引き続き、ゴールデンウィークに町内の「子育てママの会」が、曽我活性化センターを借りて「こども会（有
料）」を開設しました。仕事によっては繁盛期なので、両親が休めないご家庭にとっては、とてもうれしい活動です。こ
どもたちは皆楽しそうに食事し、いきいきと遊んでいました。町はセンター借り上げ料相当分を支援するため、補正予
算として議会に提出し、審議の結果全員一致で可決しました。
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一般質問 � � 8～18

▲
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議会の構成が決まりました
　統一地方選挙後の初議会である第４回ニセコ町議会臨時会を令和元年（2019年）５月９日

に開会し、正副議長の選挙、常任委員の選任など議会の構成を決め、町長から提案のあった

監査委員（議会選出）の選任に同意しました。

議
長
就
任
挨
拶

　
去
る
４
月
21
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た

議
会
議
員
選
挙
後
の
初
議
会
に
お
き
ま

し
て
議
長
の
職
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
に
と
り
ま
し
て
光
栄
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
な
私
で
あ
り
ま
す
が
、

議
員
の
協
力
の
も
と
執
行
部
と
と
も
に

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
懸
命
に
努

力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
に
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ニ
セ
コ
町
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
政
推

進
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
進
出

と
こ
れ
に
伴
う
人
口
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
確
実
に
高
齢
化
も
進
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
や

環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
の
新
た
な
事

業
展
開
が
な
さ
れ
ま
す
。
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
将
来
を
見
据
え
た
施
策

に
配
慮
し
な
が
ら
町
と
協
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
歩

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

議
員
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。�

猪 

狩 

一 

郎

小松 弘幸
（１期）

木下 裕三
（２期）

青羽  雄士
（４期）

榊原 龍弥
（１期）

篠原 正男
（２期）

猪狩 一郎
（４期）

髙瀨 浩樹
（１期）

浜本 和彦
（２期）

高木 直良
（１期）

斉藤 うめ子
（３期）

議　長副議長
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議　会　構　成
選挙の経過

・議長の選挙（無記名投票）

　猪狩一郎　10票　当選

・副議長の選挙（無記名投票）

　青羽雄士　９票　当選

　無効票　　１票

法定によるもの

常 任 委 員 会

総務常任委員会 産業建設常任委員会

委 員 長　篠原　正男

副委員長　斉藤うめ子

委　　員　小松　弘幸

委　　員　榊原　龍弥

委　　員　猪狩　一郎

委 員 長　木下　裕三

副委員長　浜本　和彦

委　　員　高木　直良

委　　員　髙瀨　浩樹

委　　員　青羽　雄士

議会運営委員会

委 員 長　篠原　正男

副委員長　木下　裕三

委　　員　斉藤うめ子

委　　員　高木　直良

委　　員　青羽　雄士

副議長　青羽　雄士

議　長　猪狩　一郎

監査委員（議会選出） 広域連合・一部事務組合

浜本　和彦

後志広域連合議会議員

　猪狩　一郎

羊蹄山麓環境衛生組合議会議員

　浜本　和彦

　榊原　龍弥

羊蹄山ろく消防組合議会議員

　木下　裕三

　髙瀨　浩樹

選 任 の 経 過

常任委員の選任（議長指名）
議会運営委員の選任

（議長指名）

広域連合、一部事務組合議

会議員

正副委員長は各常任委員会

で互選

正副委員長は議会運営委員

会で互選

指名推選

任意に設置されるもの

議会だより編集委員会 議会議員会

委 員 長　高木　直良

副委員長　斉藤うめ子

委　　員　木下　裕三

委　　員　小松　弘幸

会　長　浜本　和彦

副会長　高木　直良

幹　事　小松　弘幸

監　事　篠原　正男

監　事　榊原　龍弥
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平成31年（2019年）度 一般会計当初予算

53.5億円
前年度当初比5.5億円（11.5％）の増

役場新庁舎建設、西富町民センター建替、近藤小学校体育館改修、
引き続き道路や橋梁、上下水道施設の計画的な補修を行う

　平成31年第２回定例会は、３月６日に開会し、３月14日に閉会。町から提案があったのは指定管
理者の指定１件、財産処分１件、条例改正９件、補正予算３件、平成31年度各会計予算６件、専決
処分した補正予算１件の承認で、21案件すべてを承認、可決しました。（予算の詳細は、５月に配
布済の「もっと知りたい ことしの仕事」をご覧下さい。）
　また、１月28日、第１回臨時会を開会し、町から提案があった広域事務組合規約の制定と廃止に
関する協議１件、ニセコ町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更１件で、原案どおり可決し、同
日閉会しました。
　４月26日には第３回臨時会を開会し、町から提案があった監査委員の選任１件及び平成31年度一
般会計の補正予算１件を原案どおり可決、専決処分した補正予算１件を承認して同日閉会しました。

特別会計を含む全会計では 59億9,810万円（前年度当初比11.1％増）の予算規模

一
般
会
計
の
平
成
31
年
度
と
平
成
30
年
度
の
予
算
比
較

建設工事など大きな事業を行うときに
借り入れする

町債 11億210万円

77,221 77,221 82,038

39,572 39,572 44,232

27,821 38,419 27,748
18,694

18,710 18,434

184,000
184,000 186,100

59,132
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15,750
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100,000

200,000

300,000
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30年度当初 30年度現計
（31.3.14まで）

31年度当初

一般会計歳入

自治体の実情に合わせて交付される
交付金など 1億6,360万円

道路や公営住宅の建設に伴う補助金など
国・道支出金 4億9,878万円

標準的な長の財政規模を定め、
不足するお金が国から交付される

地方交付税 18億6,100万円

給食費や様々な事業の実費負担など
諸収入 1億8,434万円

公営住宅料、ごみ処理手数料など
使用料・手数料ほか 2億7,748万円

基金（貯金）の繰り入れなど
繰入金 4億4,232万円

住民税・固定資産税など
町税 8億2,038万円

【31年度分】

依
存
財
源

自
主
財
源

（万円）

４、５ページにおいて、当初（予算）とは、各年度（４月１日から翌年
３月 31日）の会計予算として、議会に提案され、承認された最初の予
算額。30 年度現計（予算）とは、平成 30 年度予算が年度の途中で予
算補正されたことによる、平成 31 年３月 14 日現在の予算額。
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31年度当初

議会、災害など
その他 5,591万円

商工、　観光振興など
商工費 1億1,459万円

農地、　農道整備、森林整備など
農林水産業費 1億7,922万円

消防活動、救急業務など
消防費 2億2,690万円

福祉事業など
民生費 5億3,463万円

簡易水道、健康づくり、ごみ処理など
衛生費 5億3,472万円

除雪、道路建設維持、公営住宅管理など
土木費 5億7,397万円

各学校、幼児センターの管理、スクールバス、
有島記念館の管理など

教育費 5億8,857万円

町債（借金）の返済
公債費 6億5,600万円

広報、にこっとBUS、庁舎管理、人件費など
総務費 20億6,280万円

【31年度分】

（万円）

平成31年度当初予算は、全議員で構成する予算特別委員会に付託され、３月７日に正副委員長の
互選を行い、委員長に木下裕三議員、副委員長に竹内正貴議員を選出しました。
審査は12日と13日、款ごとあるいは歳入または歳出ごと等に区分し、慎重に審査を行いました。
審査結果は、平成31年度一般会計予算など全６会計とも原案のとおり可決すべきものとし、３月
14日の本会議採決では全会一致で、委員会の審査結果のとおり決しました。

平成31年度予算は、予算特別委員会で審査

特別会計の平成31年度と平成30年度予算比較（単位：万円）

国民健康保険事業
22,570

国民健康保険事業
22,570

国民健康保険事業
21,930

後期高齢者医療 5,810

後期高齢者医療 5,810

後期高齢者医療 5,540

簡易水道事業
18,130

簡易水道事業
13,783

簡易水道事業
13,780

公共下水道事業
16,970

公共下水道事業
16,971

公共下水道事業
18,500

農業集落
排水事業
720

農業集落
排水事業
720

農業集落
排水事業
710

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000

30年度当初

30年度現計
（31.3.14まで）

31年度当初
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予算特別委員会での質疑　   から（一部抜粋・要点）

●自転車関連事業のめざすもの
は

新井委員　自転車に関連した予

算が増加している。事業がめざ

すところは何か。

前原商工観光課長　ニセコ観光

圏の柱の一つである持続性のあ

る観光を確立するため、自転車

による地域振興を図っていきた

い。スキー客は夏期の自転車に

関心が高い。自転車を走らせる

環境を整備していくため、羊蹄

山周辺町村等と広域で連携して

いく。

●地域新電力会社設立調査委託
でめざすところは

斉藤委員　地域新電力会社設立

に、町の関わりは。

山本企画環境課長　町と協力で

きる電力事業者や民間による参

入・出資をめざすが、調査の結

果によって町が出資することも

選択肢の一つになる。いずれに

しても、町が直接運営するので

はなく、民間の事業体設立をめ

ざす。

三谷委員　新電力会社は自らも

大型発熱発電施設を運営するの

か、役場庁舎等３か所に設置す

る施設の管理のみか。

山本企画環境課長　スタート時

点は、自立分散型の３施設の管

理から始める。

●公営住宅（公住）新団地整備
基本計画の内容は

三谷委員　新団地整備はどのよ

うな団地を計画するのか。

高瀬建設課長　民間集合住宅は

増えてきたが、公住の希望はま

だ多い。サービス付高齢者住宅

やミスマッチ（世帯構成と住居

規模の不一致）解消、低所得者

向けの子育て住宅との混住団地

をめざし、保健福祉課や社協と

も協議する。

篠原委員　以前は公住の戸数を

増やさないとの考えもあったが、

新団地計画による財政への影響

は。

高瀬建設課長　公住に関する計

画では常に入居者のミスマッチが

課題となっている。低所得の子

育て世帯や町外からの通勤者もま

だ多いことから新団地を計画する。

家賃収入だけでは建築費をまか

ないきれないが、人口増加のた

めにも公住の増加が必要。

片山町長　公住入居者が人口の

10％を超えると財政負担にな

るといわれているが、それを考

えても公住の整備は必要だと考

えている。

●クラウドファンディングで寄
付金が集まった場合の車両の
設置場所は

青羽委員　ニセコエクスプレス

（廃止されたリゾート列車）を

購入するためクラウドファンデ

ィングで寄付を集めているが、

その車両の設置場所は有島記念

館周辺なのか。

佐藤町民学習課長　ニセコエク

スプレスはニセコ町と新千歳空

港を結ぶスキーリゾート列車と

して、29年間運行した町の産

業遺産だ。寄付金の第１目標額

は、車両７㍍分で、この長さだ

とニセコ駅構内に展示できる。

寄付額が１両分になれば１両残

したい。長さは22㍍で、駅構

内には置く場所がないことと、

有島記念館は博物館機能もあり、

収蔵品として有島記念館の外で

保管展示する。

●環境モデル都市第二次アクシ
ョンプランの推進と実現性の
担保は

三谷委員　本年３月にまとめた

アクションプランの取組内容

詳細個票で、平成31年度で企

画環境課に20の取り組みが振

り分けられている。人事異動に

よる不安定な状態で進められる

のか心配だ。平成31年度執行

方針に条例制定の提案もあるが、

業務量が多いなかで、十分な検

討時間が取れるのか。

山本企画環境課長　2050年の

CO2削減目標の達成に向けて

の進め方であり、取り組みます

という答えしかない。業務量に

ついては企画環境課だけではな

く各課非常に多大だが、環境モ

デル都市、ＳＤＧｓ未来都市に

選定されたニセコ町として、こ

の５年間で基礎を固めたい。条

例は２年間で進める。建物の燃

費性能に関する部分は、条例制

定の過程で皆さんにお知らせす

る。この条例は高気密高断熱に

することを義務化するのではな

く、新しく建設する建物がどの

ような燃費性能かということを

ちゃんと計算して町に届けでる

ことを義務化するという内容。

燃費性能を出すことによってト

ータルコストがみえてくる。

林副町長　実行は５年間で、し

っかり進行管理していく。

三谷委員　2050年まで長期展

望の目標をたてられないので５

年間のプランを立てたことはわ

かるが、業務量の多さを指摘し

ている。職員からは無理ですと

いう声はないのか。

片山町長　仕事の負担は多いが、

ニセコ町が内外に信頼される町

となるため取り組む必要がある。

100％取り組めるとは思ってい

ないが、目標をもち一歩一歩進

んでいきたい。
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予算特別委員会での質疑　   から（一部抜粋・要点）

●地域公共交通最適化検討業務
の今年度の進め方は

青羽委員　ローカルスマート交

通として検討してきた福井地区

の乗合交通事業だと思うが、ど

のように実行するのか。

山本企画環境課長　福井地区親

交会の自主活動のもと、自家用

車による実費の乗合交通を試験

開始する。昨年地域のみなさん

と話し合い、直接電話予約で対

応する方法で始める。

斉藤委員　福井地域内でドライ

バーを確保できるのか。利用者

が払うのは200円と聞いている

が、費用も含めて難しいのでは

ないか。

山本企画環境課長　地域内では

実際に助け合いの送迎が行われ

ている。乗合交通というルール

をつくることで、気兼ねなく使

いやすい状況ができるだろう。

小さい取り組みから始めたい。

●地域おこし協力隊活動・募集
支援業務委託

篠原委員　町が行ってきた地域

おこし協力隊員の募集や支援業

務のすべてを民間に委託するの

か。

山本企画環境課長　町では地域

おこし協力隊員の数を相当増や

してきている。協力隊員修了者

で町内において起業している方

がいるので、その方にニセコ町

での生活ほかさまざまな経験を

生かした募集やＰＲ、相談業務

などを委託する。

林副町長　全国の自治体をみる

と、協力隊員ＯＢに協力しても

らうことで隊員の活動支援にう

まく対応している自治体が多く

あり、参考とする。

三谷委員　民間事業者から協力

隊員の派遣要望があれば対応す

るのか。その線引きは。

山本企画環境課長　今回２人を

民間に派遣するが、協力隊の自

立にも協力してくれることを前

提に派遣を決めた。

林副町長　対応があいまいにな

らないよう、毎年の募集要項で

検討していく。

●木材等の地域内調達率向上基
本調査の内容

猪狩委員　町全体の森林の樹種

や樹齢などのすべてを調査する

のか。全量調査しないと森林に

よるCO2削減の吸収量が推計

できないのでは。

山本企画環境課長　今回の調査

は、地域内で木材の活用や加工

ができ商売として成り立つかの

調査と、１次から３次産業への

各サービスを地域内でどのよう

に活用するかの調査である。森

林のCO2吸収は重要で、今回

の環境モデル都市アクションプ

ラン（以下「アクションプラン」

という。）に記載はないが、将

来に向け取り組んでいく。

●旧ヘリポート鉄柵の撤去と建
物管理

篠原委員　柵を撤去する範囲は

どこまでか。柵を撤去したこと

で誤って進入しないかなどの安

全管理は。

高瀬建設課長　鉄柵は、正面の

門から西に57㍍程が倒れてい

るので、これを撤去する。当面、

安全面を含め、施設全体の管理

は建設課が行う。

浜本委員　旧ヘリポート建物に

ラジオニセコの中継局があるこ

とは承知している。建物維持経

費を考えると今後のあり方を検

討する必要がある。

林副町長　旧ヘリポートの活用

策は、ラジオの中継局機能とと

もに検討していく。

●配食サービス事業（弁当の配
布）を週２回に増やす。その
詳細は

浜本委員　社会福祉協議会（社

協）に委託している弁当配布の

配食サービスが週２回に増える

と、これまでボランティア団体

が行ってきた弁当作りなどが変

わるのか。

折内保健福祉課長　現在、社協

はボランティア団体等に弁当の

調理を依頼し、材料費を支払う。

また、弁当を配布する際に声か

けや見守りを行っている。今後、

週２回に増やす。１回分はこれ

までどおりボランティアの協力

で行う。２回目は調理や配布、

見守りを社協から委託する事業

者が行い、この事業者に買い物

支援もお願いする。

篠原委員　回数増の要望があり

対応することは大事だ。配食サ

ービスを行う意味は「食」の提

供と、弁当を配ることで孤立を

防ぐこと。地域の福祉力を結集

していくという側面がある。社

協から業者に委託することのメ

リットは。

折内保健福祉課長　配食回数を

増やすことは、声掛けや見守り

の回数が増える。申し込み等は

社協で一元管理することにより、

利用者の利便性が高まる。

●高齢者住宅前通路除雪扶助の
見直しが必要では

三谷委員　高齢者世帯で住民税

非課税世帯や障害者のいる除雪

困難世帯に扶助しているが、平

成29年度の扶助実績は１世帯

当たり1.5万から2.5万円の額。

世帯当たり扶助額を増やすよう

な見直しが必要ではないか。

折内保健福祉課長　関係機関と

も協議しながら、制度の検討を

したい。
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一 般 質 問
　３月６日から９日間の日程で開催した平成31年（2019年）第２回ニセコ町議会定例会では、

６名の議員から10件の一般質問が提出されました。内容を要約しておりますので、詳細につ

いてはニセコ町議会ホームページに載せている会議録をご覧になるか、ニセコ町役場２階議会

事務局で閲覧ください。

猪狩　一郎議員

・児童虐待防止について
・農業の未来と方向性について

P9～10

�

斉藤うめ子議員

・「ジュニア救命士」制度について
・ニセコ高校の未来への展望について
・ペットとペット以外の動物の埋葬の整備について

P11～13

�

三谷　典久議員

・道道ニセコ停車場線の交通安全について
・水道料金改定について

P14～15

�

竹内　正貴議員

・町道の維持管理について P16

�

木下　裕三議員

・持続可能な観光地域づくりについて P17

�

篠原　正男議員

・中央倉庫群の今後の運営について P18
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猪
狩
議
員

　

昨
年
東
京
都
目
黒
区

で
、
１
月
に
は
千
葉
県
野

田
市
で
痛
ま
し
い
女
児
虐

待
死
事
件
が
あ
っ
た
。
警

察
庁
が
公
表
し
た
、
虐
待

を
受
け
た
疑
い
が
あ
る
と

し
て
児
童
相
談
所
に
通
告

し
た
子
ど
も
は
、
前
年
比

22
・
４
％
増
の
８
万
１
０

４
人
で
、
過
去
５
年
間
で

約
２
・
８
倍
増
加
し
て
い

る
。
一
方
、
刑
法
犯
全
体

の
認
知
件
数
は
81
万
７
４

５
５
件
で
、
戦
後
最
小
を

更
新
し
て
い
る
。
こ
の
数

字
の
相
違
は
異
常
で
あ
り
、

喫
緊
の
問
題
と
し
て
一
刻

も
早
い
虐
待
問
題
の
解
決
、

予
防
策
へ
の
取
り
組
み
が

必
要
だ
。

⑴
虐
待
に
気
づ
い
た
人
が

速
や
か
に
通
告
で
き
る
連

絡
体
制
、
周
知
啓
発
の
取

り
組
み
は
。

⑵
児
童
虐
待
対
応
に
当
た

っ
て
教
育
現
場
や
警
察
と

の
連
絡
を
図
る
た
め
平
時

よ
り
情
報
交
換
、
人
事
交

流
等
が
必
要
と
考
え
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
は
。

⑶
専
門
的
な
対
応
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
弁
護
士

や
医
師
等
の
外
部
人
材
を

活
用
し
て
助
言
を
求
め
て

い
る
か
。

⑷
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
ま

で
一
貫
し
た
相
談
支
援
体

制
の
充
実
を
図
る
た
め
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
の
配
置
及
び

設
置
予
定
は
あ
る
か
。

⑸
文
科
省
で
は
虐
待
対
応

の
手
引
書
や
研
修
材
料
を

作
成
し
全
国
の
教
育
委
員

会
に
配
布
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
研
修
資
料
を
活

用
し
、
ど
の
く
ら
い
研
修

を
実
施
し
て
い
る
か
。

片
山
町
長

⑴
本
町
で
は
独
自
の
虐
待

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成

し
て
い
な
い
が
、
虐
待
の

案
件
が
発
生
し
た
場
合
は

保
健
福
祉
課
が
主
と
な
り
、

北
海
道
の
子
ど
も
虐
待
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
る
。
実
際
に

学
校
か
ら
の
通
報
や
住
民

か
ら
の
相
談
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
覚
知
し
た
事
例
も

あ
る
。
ま
た
、
啓
発
活
動

と
し
て
は
毎
年
11
月
が
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
広
報
、
啓
発
活
動
と

し
て
北
海
道
で
作
成
し
た

ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
、
周
知
を
し

て
い
る
。

⑵
日
ご
ろ
か
ら
幼
児
セ
ン

タ
ー
や
各
学
校
と
の
情
報

交
換
を
十
分
に
行
う
連
絡

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

⑶
専
門
機
関
で
あ
る
札
幌

の
児
童
相
談
所
や
、
警
察
、

医
師
等
の
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
に

も
相
談
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
が
、
過
去
相
談
に
至

っ
た
事
例
は
な
い
。

⑷
平
成
32
年
度
末
ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

が
市
区
町
村
の
努
力
目
標

と
な
っ
て
い
る
。
平
成
30

年
４
月
１
日
時
点
で
北
海

道
１
７
９
市
町
村
中
32
市

町
村
、
後
志
管
内
で
は
寿

都
町
と
黒
松
内
町
が
設
置

済
み
。
今
後
本
町
も
設
置

に
向
け
て
検
討
を
進
め
た

い
。

菊
地
教
育
長

⑸
幼
児
セ
ン
タ
ー
や
各
学

校
が
児
童
虐
待
を
発
見
し

た
際
に
は
、
虐
待
防
止
法

に
の
っ
と
り
役
場
や
児
童

相
談
所
等
の
関
係
機
関
へ

通
報
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
普
段
か
ら
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
様
子
や
心

身
の
状
態
に
つ
い
て
観
察

す
る
と
同
時
に
、
保
護
者

相
談
な
ど
教
職
員
間
で
の

情
報
共
有
に
努
め
な
が
ら

対
処
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
文
科
省
か

ら
教
職
員
向
け
に
具
体
的

な
研
修
教
材
の
提
供
が
あ

っ
た
平
成
21
年
度
以
降
、

教
育
委
員
会
か
ら
各
学
校

へ
資
料
配
布
し
、
職
員
会

議
や
校
内
研
修
等
の
場
面

で
教
職
員
の
対
応
力
向
上

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

研
修
回
数
等
は
把
握
し
て

い
な
い
。
あ
わ
せ
て
、
役

場
保
健
福
祉
課
や
児
童
相

談
所
等
と
連
携
し
な
が
ら

対
処
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

猪
狩
議
員

　

家
庭
内
で
起
き
る
と
第

三
者
に
は
わ
か
り
づ
ら
い
。

児
童
相
談
所
の
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
（
い
ち

早
く
）
や
こ
ど
も
１
１
０

番
の
周
知
・
対
応
状
況
は
。

ま
た
、
道
徳
の
授
業
が
昨

年
度
か
ら
小
学
校
で
、
今

年
度
か
ら
中
学
校
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
方
針
は
。

加
藤
学
校
教
育
課
長

　

文
部
省
か
ら
提
供
さ
れ

た
通
報
の
ダ
イ
ヤ
ル
等
児

童
虐
待
の
防
止
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
資
料
に

よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
学

校
を
通
じ
、
保
護
者
へ
の

周
知
啓
発
に
も
努
め
て
い

る
。

菊
地
教
育
長

　

道
徳
的
意
識
の
涵
養
、

あ
る
い
は
社
会
的
規
範
意

識
、
お
互
い
の
思
い
や
り

虐
待
問
題
の
早
期
発
見
、
対
応
、
予
防
策
は

普
段
か
ら
子
ど
も
の
様
子
を
観
察
し
、

情
報
共
有
に
努
め
る
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の
醸
成
な
ど
、
非
常
に
大

事
な
こ
と
を
日
々
子
ど
も

た
ち
の
中
に
育
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道

徳
の
授
業
に
限
ら
ず
、
日

ご
ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
子
ど
も
た
ち
に
よ
り

よ
い
生
活
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

小
学
校
で
は
校
内
研
修

に
も
位
置
づ
け
て
い
る
の

で
、
精
力
的
に
先
生
方
の

指
導
方
法
等
に
つ
い
て
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
学
校
で
も
来
年
度
か
ら

本
格
実
施
さ
れ
る
の
で
、

充
実
し
た
取
り
組
み
に
努

め
た
い
。

　

何
よ
り
一
番
身
近
に
い

る
教
職
員
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
が
一
番
大
事
だ

と
考
え
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
は
悲
惨
な
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

猪
狩
議
員

　

諸
外
国
で
は
食
糧
安
保

保
障
を
重
ん
じ
て
い
る
が
、

残
念
な
が
ら
我
が
国
の
食

料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
で
38
％
と
先
進
国
で

は
最
低
水
準
だ
。
今
国
内

農
業
は
、
関
税
削
減
、
撤

廃
の
市
場
開
放
と
い
う
試

練
の
ド
ミ
ノ
倒
し
の
渦
中

に
あ
る
。
環
太
平
洋
連
携

協
定
に
続
い
て
欧
州
連
合

と
の
経
済
連
携
協
定
が
発

効
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
後

強
硬
姿
勢
の
米
国
と
の
貿

易
協
定
交
渉
が
待
ち
構
え

て
い
る
。
米
、生
乳
、種
子
、

水
道
に
至
る
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
規
制
を
緩

め
て
き
た
。
工
業
製
品
と

て
ん
び
ん
に
か
け
た
過
度

な
農
産
物
の
市
場
解
放
に

は
憤
り
を
感
じ
る
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
守
る
た
め
解
決
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
が
、
町
長
の
方
針
を
伺

う
。

片
山
町
長

　

日
本
の
農
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
と
日

Ｅ
Ｕ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
協
定
に
よ
っ
て

日
本
の
農
業
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
生
じ
る
か
、
極

め
て
不
透
明
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
北
海

道
農
業
へ
の
影
響
は
は
か

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

る
。
今
後
米
国
と
の
２
国

間
貿
易
協
議
の
進
捗
状
況

に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
深

刻
さ
が
増
す
も
の
と
大
変

危
惧
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
こ
数
年
の
気
象
変
動
は

日
本
に
さ
ま
ざ
ま
な
大
災

害
を
も
た
ら
し
、
甚
大
な

農
業
被
害
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
喫
緊
の
課
題
に
対

し
て
一
つ
一
つ
真
摯
に
対

応
を
し
、
ニ
セ
コ
町
の
特

徴
を
生
か
し
た
農
業
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

農
業
基
盤
を
よ
り
強
固

に
す
る
た
め
、
ニ
セ
コ
町

で
は
国
営
農
地
の
再
編
事

業
に
着
手
し
つ
つ
、
農
業

者
の
営
農
環
境
整
備
へ
向

け
た
支
援
を
積
極
的
に
推

進
し
て
き
て
い
る
。
引
き

続
き
農
業
者
個
々
の
経
営

体
質
強
化
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
し
、
各
関
係
機
関

団
体
と
協
力
し
な
が
ら
農

業
経
営
の
向
上
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

　

国
が
進
め
る
市
場
開
放

は
国
内
生
産
を
縮
小
さ
せ

る
恐
れ
は
あ
る
が
、
ニ
セ

コ
町
の
農
業
の
特
徴
で
あ

る
農
産
物
の
多
品
目
生
産

性
を
生
か
し
つ
つ
、
一
大

消
費
地
で
あ
る
観
光
リ
ゾ

ー
ト
地
で
の
強
み
を
生
か

し
た
ニ
セ
コ
ら
し
い
農
業

を
追
求
す
る
こ
と
で
、
地

域
内
市
場
を
拡
大
さ
せ
る

こ
と
も
可
能
と
考
え
て
い

る
。
生
産
流
通
リ
ス
ク
が

少
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
つ
つ
、
持
続
発

展
可
能
な
営
農
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

猪
狩
議
員

　

国
の
政
策
上
、
大
規
模

農
業
で
コ
ス
ト
を
下
げ
る

こ
と
も
必
要
だ
が
、
全
体

の
８
割
を
占
め
る
小
規
模

家
族
農
業
へ
の
総
合
的
な

支
え
と
将
来
を
見
据
え
た

ビ
ジ
ョ
ン
も
い
ま
必
要
だ

と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う

応
援
も
進
め
て
ほ
し
い
が

町
長
の
所
見
は
。

片
山
町
長

　

ニ
セ
コ
町
で
は
国
営
事

業
に
よ
っ
て
大
規
模
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
少
量

の
高
品
質
な
も
の
で
経
営

を
し
て
い
く
多
様
な
農
業

に
つ
い
て
も
応
援
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
輸
出
に
依
存
し

続
け
る
こ
と
は
、
将
来
的

に
非
常
に
危
う
い
。
そ
う

い
う
面
で
も
地
域
循
環
型

の
農
業
生
産
の
仕
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
関
係
団
体
等
と

も
協
議
し
な
が
ら
、
農
業

者
が
自
ら
考
え
、
自
ら
生

産
に
挑
戦
す
る
、
そ
の
後

に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
同

様
し
っ
か
り
応
援
を
し
て

い
き
た
い
。

ニ
セ
コ
町
の
農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

ニ
セ
コ
ら
し
い
農
業
へ
の

挑
戦
に
対
し
て
応
援
を
続
け
る
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斉
藤
議
員

「
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士
」
制

度
に
つ
い
て
、
教
育
長
、

町
長
に
伺
う
。
２
０
１
１

年
、
国
の
法
改
正
に
よ
り

救
命
講
習
の
対
象
年
齢
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
小
学
生

を
対
象
に
し
た
ジ
ュ
ニ
ア

救
命
士
を
育
て
る
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
幼
少
期
か
ら
命
の

大
切
さ
や
救
命
法
の
重
要

性
を
根
づ
か
せ
る
た
め
に

始
ま
っ
た
制
度
で
こ
の
制

度
を
取
り
入
れ
て
い
る
自

治
体
が
全
国
的
に
ふ
え
て

き
て
い
る
。
ニ
セ
コ
町
で

は
こ
の
制
度
を
実
施
し
て

い
る
か
。

菊
地
教
育
長

　

ニ
セ
コ
町
は
消
防
行
政

に
お
け
る
取
り
組
み
と
し

て
小
学
校
高
学
年
以
上
の

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

ジ
ュ
ニ
ア
救
命
救
急
に
関

す
る
講
習
を
実
施
し
て
い

な
い
。

　

な
お
、
現
在
消
防
ニ
セ

コ
支
署
で
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
活
動
が
取
り
組
ま
れ

心
肺
蘇
生
法
な
ど
も
学
ぶ
、

大
変
有
意
義
な
活
動
が
１

年
を
通
し
て
行
わ
れ
て
お

り
、
教
育
委
員
会
は
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
今
後
も

奨
励
し
て
い
き
た
い
。

片
山
町
長

　

本
町
で
は
、
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
研
修
で
昨
年
も

11
月
17
日
に
ク
ラ
ブ
員
９

名
が
１
時
間
30
分
救
急
法
、

Ｃ
Ｐ
Ｒ
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
訓
練
等

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
継
続
す
る
中
で
救
急
救

命
へ
の
学
習
の
機
会
の
拡

大
を
考
え
て
い
る
。

斉
藤
議
員

　

全
国
で
心
臓
の
突
然
死

に
よ
る
死
者
は
、
年
間
７

万
人
に
上
る
と
言
わ
れ
、

交
通
事
故
の
10
倍
に
も
当

た
る
。
現
在
世
界
一
の
救

命
都
市
と
し
て
言
わ
れ
る

ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
市

で
は
幼
稚
園
児
か
ら
救
命

講
習
が
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
、
講
習
受
講
者
が
市

民
の
60
％
を
超
え
て
、
応

急
手
当
て
実
施
率
は
50
％
、

救
命
率
30
％
以
上
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本

の
救
命
率
は
、
シ
ア
ト
ル

の
30
％
以
上
に
対
し
５
％

に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
心
肺

蘇
生
法
の
実
施
次
第
で
生

存
率
は
全
く
違
っ
て
く
る
。

心
肺
停
止
の
現
場
に
居
合

わ
せ
た
と
き
に
救
急
車
を

待
っ
て
い
た
の
で
は
遅
い
、

そ
の
場
い
る
人
し
か
救
え

な
い
、
誰
も
が
救
急
処
置

を
で
き
る
よ
う
に
子
ど
も

へ
の
教
育
が
重
要
に
な
っ

て
い
る
。

　

幼
稚
園
の
５
歳
児
ぐ
ら

い
か
ら
講
習
を
見
学
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
。

見
よ
う
見
ま
ね
で
一
緒
に

講
習
す
る
と
い
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ニ
セ
コ
町
の
幼
児
セ
ン
タ

ー
か
ら
小
学
生
ま
で
の
児

童
は
３
１
８
人
。
こ
れ
に

中
学
・
高
校
全
部
で
４
９

０
人
に
な
る
。
こ
の
講
習

は
ぜ
ひ
と
も
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

菊
地
教
育
長

　

こ
の
制
度
の
目
的
は
、

命
の
大
切
さ
を
み
ず
か
ら

知
る
と
い
う
こ
と
と
、
初

期
対
応
の
重
要
性
を
学
ぶ

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

幼
児
か
ら
命
の
大
切
さ
を

い
ろ
ん
な
こ
と
を
通
し
て

学
ぶ
場
面
が
多
々
あ
る
と

思
う
の
で
、
私
は
そ
れ
で

十
分
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
は
消
防
機
関
と
も
連

携
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

片
山
町
長

　

町
と
し
て
は
こ
の
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
を
で
き
る
だ

け
多
く
の
皆
さ
ん
に
受
講

い
た
だ
き
、
そ
の
啓
発
活

動
の
中
か
ら
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

斉
藤
議
員

　

お
ふ
た
り
の
消
極
的
な

答
弁
に
失
望
し
て
い
る
。

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も

か
ら
小
学
生
ま
で
救
命
講

習
を
率
先
し
て
実
施
し
て

頂
き
た
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士
の
養
成
講
習
を

早
急
に
取
り
入
れ
て
欲
し
い

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
受
講
を
広
げ
て
い
き
た
い

少年消防クラブでロープの結び方を学ぶ生徒たち



13 12� ニセコ町 議会だより　第177号  2019年6月発行ニセコ町 議会だより　第177号  2019年6月発行

斉
藤
議
員

　

ニ
セ
コ
高
校
の
未
来
へ

の
展
望
に
つ
い
て
教
育
長
、

町
長
に
伺
う
。
２
０
１
７

年
の
出
生
率
は
、
94
万
６

千
人
と
１
０
０
万
人
を
割

り
、
子
ど
も
の
数
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

少
子
化
に
よ
り
、
全
国
的

に
募
集
人
員
に
満
た
な
い

高
校
も
増
加
し
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
色
を
生
か

し
て
全
国
募
集
を
行
っ
て

い
る
公
立
高
校
は
３
０
０

を
超
え
今
後
も
増
え
て
い

く
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
、

今
後
10
年
、
20
年
先
の
ニ

セ
コ
高
校
の
展
望
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

菊
地
教
育
長

　

学
校
の
将
来
的
な
振

興
・
発
展
は
本
町
の
大
き

な
課
題
で
も
あ
り
、
中
学

校
と
の
連
携
、
生
徒
募
集

に
直
結
す
る
具
体
策
を
講

じ
な
が
ら
対
策
に
努
め
る

所
存
で
あ
る
。
今
後
学
校

の
教
育
内
容
の
よ
り
一
層

の
充
実
に
努
め
、
魅
力
向

上
と
発
信
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

片
山
町
長

　

今
後
の
北
海
道
や
後
志

地
区
に
お
け
る
人
口
の
減

少
を
考
慮
す
る
と
、
羊
蹄

山
麓
各
高
校
の
生
徒
数
の

確
保
は
、
極
め
て
厳
し
い
。

今
か
ら
30
年
前
の
平
成
元

年
に
ニ
セ
コ
高
校
も
急
激

な
生
徒
数
の
減
少
で
存
続

の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
時

期
が
あ
り
、
そ
の
当
時
は
、

農
業
科
学
コ
ー
ス
と
観
光

リ
ゾ
ー
ト
コ
ー
ス
を
新
設
、

翌
年
に
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

構
想
に
基
づ
き
、
緑
地
観

光
科
に
学
科
転
換
し
、
あ

わ
せ
て
国
際
化
へ
の
対
応

の
た
め
、
外
国
語
指
導
助

手
を
招
聘
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
今
日
ま

で
来
て
い
る
。
し
か
し
、

将
来
的
に
近
隣
で
少
な
く

な
る
生
徒
を
奪
い
合
う
と

い
う
こ
と
も
限
界
で
あ
ろ

う
と
考
え
抜
本
的
な
対
策

を
検
討
す
る
た
め
、
昨
年

及
び
本
年
の
総
合
教
育
会

議
に
お
い
て
教
育
委
員
会

各
位
に
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
議
論
を
お
願
い
し
た
。

今
後
教
育
委
員
会
の
議
論

の
経
過
を
受
け
、
ご
理
解

が
得
ら
れ
れ
ば
町
と
し
て

の
検
討
会
の
設
置
も
含
め

て
取
り
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ニ
セ
コ

高
校
の
存
続
及
び
将
来
像

の
検
討
は
、
本
町
に
と
り

極
め
て
重
要
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。

斉
藤
議
員

　

Ｉ
Ｂ
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
バ
カ
ロ
レ
ア
）
と

い
う
世
界
中
ど
の
大
学
で

も
受
け
ら
れ
る
国
際
的
な

制
度
が
あ
る
。
北
海
道
で

は
札
幌
で
２
０
１
５
年
開

校
し
た
開
成
高
校
に
こ
の

Ｉ
Ｂ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

ニ
セ
コ
町
に
は
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
が

あ
り
、
こ
の
Ｉ
Ｂ
の
制
度

を
積
極
的
に
検
討
し
て
は

い
か
が
か
と
思
う
。
文
部

科
学
省
は
、
２
０
１
８
年

ま
で
に
全
国
に
２
０
０
校

を
設
置
し
た
い
と
い
う
目

標
を
持
っ
て
い
た
が
、
２

０
１
９
年
現
在
、
数
十
校

し
か
な
い
。
そ
こ
で
、
ニ

セ
コ
高
校
の
学
科
転
換
と

い
う
こ
と
で
、
ど
う
す
れ

ば
国
際
人
を
養
成
で
き
る

か
、
子
ど
も
達
に
質
の
高

い
教
育
を
手
厚
く
受
け
さ

せ
る
か
が
非
常
に
大
切
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
全
国
で
成
功
し
て
い

る
長
野
県
の
白
馬
高
校
は

国
際
学
科
が
あ
り
、
ま
た

島
根
県
海
士
町
に
あ
る
隠

岐
島
前
高
校
は
全
国
で
成

功
し
て
い
る
代
表
的
な
学

校
で
あ
る
。
白
馬
高
校
の

国
際
学
科
で
は
、
90
％
近

く
が
進
学
す
る
。
寮
も
完

備
し
、
白
馬
村
と
小
谷
村

が
学
校
と
は
分
離
し
て
村

同
士
が
協
力
し
て
寮
を
設

立
し
て
い
る
。
子
ど
も
の

数
が
減
っ
て
い
く
中
で
教

育
費
を
掛
け
て
も
こ
の
Ｉ

Ｂ
の
シ
ス
テ
ム
を
ぜ
ひ
検

討
し
て
は
い
か
が
か
と
思

う
。

菊
地
教
育
長

　

白
馬
高
校
に
つ
い
て
一

昨
年
の
７
月
に
教
育
委
員

で
白
馬
高
校
を
視
察
し
て
、

白
馬
高
校
の
改
革
に
つ
い

て
う
か
が
っ
て
き
た
。
白

馬
高
校
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

大
変
多
く
、
今
後
も
さ
ら

に
議
論
を
深
め
、
ニ
セ
コ

高
校
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
と
町

全
体
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

片
山
町
長

　

高
校
の
選
択
肢
に
つ
い

て
は
、
多
様
な
も
の
が
あ

り
、
Ｉ
Ｂ
も
一
つ
の
選
択

肢
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

ニ
セ
コ
高
校
の
未
来
へ
の
展
望
は

ニ
セ
コ
高
校
の
存
続
は
極
め
て
重
要
な
課
題

ニセコ高校入学式
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斉
藤
議
員

　

ペ
ッ
ト
と
ペ
ッ
ト
以
外

の
動
物
の
埋
葬
の
整
備
に

つ
い
て
伺
う
。

　

ペ
ッ
ト
は
、
今
で
は
家

族
同
様
に
大
切
に
飼
わ
れ
、

生
活
を
共
に
し
て
い
る
家

庭
も
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
ペ
ッ
ト
が
亡
く

な
っ
た
と
き
の
埋
葬
に
つ

い
て
、
ニ
セ
コ
町
で
は
ま

だ
何
ら
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。

　

ペ
ッ
ト
の
埋
葬
に
関
し

て
は
、
民
間
業
者
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
費
用
も
高

く
そ
の
処
理
に
悩
む
飼
い

主
も
多
く
い
る
。
ま
た
、

ペ
ッ
ト
以
外
の
動
物
の
死

骸
に
つ
い
て
、
特
に
捕
獲

さ
れ
、
殺
処
分
さ
れ
た
ア

ラ
イ
グ
マ
や
タ
ヌ
キ
等
に

関
し
て
は
、
そ
の
土
地
の

所
有
者
が
処
理
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
ニ
セ
コ

町
の
ペ
ッ
ト
と
ペ
ッ
ト
以

外
の
動
物
の
火
葬
場
や
埋

葬
の
整
備
に
つ
い
て
町
長

の
見
解
を
伺
う
。

片
山
町
長

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

を
家
族
の
一
員
と
し
て
生

活
を
共
に
す
る
家
庭
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
ペ
ッ
ト

が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
人

と
同
じ
よ
う
に
供
養
し
た

い
と
の
需
要
が
あ
り
、
倶

知
安
町
に
１
か
所
民
間
事

業
者
に
よ
る
火
葬
や
埋
葬

な
ど
を
行
っ
て
い
る
施
設

が
あ
る
。
後
志
管
内
に
お

い
て
は
、
小
樽
市
に
３
か

所
と
余
市
町
に
１
か
所
民

間
の
施
設
が
あ
る
。
一
方
、

公
営
施
設
と
し
て
は
、
管

内
で
は
小
樽
市
が
設
置
し

て
い
る
。
本
町
は
、
隣
の

倶
知
安
町
に
民
間
事
業
者

が
あ
り
、
現
在
施
設
を
整

備
す
る
予
定
は
な
い
。
ま

た
、
有
害
鳥
獣
の
処
理
に

つ
い
て
、
基
本
的
に
自
己

所
有
地
内
に
埋
め
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。
埋
葬

で
き
な
い
場
合
に
は
倶
知

安
町
内
に
あ
る
民
間
処
理

施
設
に
み
ず
か
ら
が
持
ち

込
ん
で
処
理
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

斉
藤
議
員

　

千
葉
県
の
市
川
市
で

は
「
か
わ
い
が
ら
れ
て
い

た
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ
た

場
合
、
手
厚
く
葬
り
ま
す
。

動
物
専
用
の
炉
で
火
葬
し
、

遺
骨
を
慰
霊
碑
に
合
同
埋

葬
し
て
お
り
ま
す
」
と
あ

り
、
10
月
の
第
１
日
曜
日

に
は
必
ず
市
川
市
の
斎
場

に
お
い
て
動
物
慰
霊
祭
を

行
っ
て
い
る
と
あ
る
。
ま

た
秋
田
県
の
大
館
市
で
は
、

ペ
ッ
ト
の
霊
園
が
あ
り
、

き
ち
っ
と
ペ
ッ
ト
が
埋
葬

を
さ
れ
て
い
る
。
私
は
動

物
の
火
葬
場
と
い
う
の
は

将
来
的
に
ニ
セ
コ
町
に
必

要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
費
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
、
ニ
セ
コ
斎
場
横

か
後
ろ
に
設
置
は
可
能
だ
。

人
間
と
一
緒
に
慰
霊
す
る

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大

切
と
考
え
て
い
る
。

　

ペ
ッ
ト
以
外
の
有
害
鳥

獣
の
処
理
は
、
そ
の
所
有

者
が
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は

狂
犬
病
と
か
レ
プ
ト
ス
ピ

ラ
症
と
か
、
回
虫
と
か
、

そ
う
い
う
人
畜
も
共
通
感

染
の
キ
ャ
リ
ア
動
物
で
あ

る
。
北
米
で
は
ア
ラ
イ
グ

マ
が
狂
犬
病
の
キ
ャ
リ
ア

と
し
て
最
も
高
い
割
合
を

占
め
て
い
る
と
デ
ー
タ
に

出
て
い
る
。
有
害
鳥
獣
の

処
理
は
そ
の
所
有
者
の
敷

地
内
に
埋
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
感

染
の
危
険
が
あ
り
、
火
葬

に
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

東
京
都
環
境
局
に
よ
る
と

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
も
今

後
発
生
し
て
く
る
危
険
性

が
あ
る
の
で
、
注
意
す
べ

き
疾
病
と
し
て
上
げ
て
い

る
。
ペ
ッ
ト
以
外
の
害
獣

で
あ
る
と
し
て
も
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
、
人
間

と
同
様
に
火
葬
す
る
の
が

重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
ア

ラ
イ
グ
マ
は
農
家
に
と
っ

て
害
獣
で
あ
る
が
処
理
に

困
っ
て
い
る
。
せ
め
て
駆

除
し
て
し
ま
っ
た
有
害
鳥

獣
に
関
し
て
火
葬
処
理
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の

件
に
つ
い
て
は
、
衛
生
面

に
つ
い
て
も
非
常
に
大
切

な
こ
と
な
の
で
、
ニ
セ
コ

町
が
率
先
し
て
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

片
山
町
長

　

民
間
も
含
め
広
域
圏
で

処
理
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
治
体
の
コ
ス
ト
を
削

減
す
る
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
。
現
在
野
生
動
物

は
倶
知
安
町
に
民
間
の
管

理
型
処
分
場
に
お
い
て
処

理
を
し
て
い
る
の
で
、
当

面
こ
の
処
理
に
よ
っ
て
取

り
扱
い
を
進
め
て
い
き
た

い
。

ペ
ッ
ト
と
ペ
ッ
ト
以
外
の
動
物
の
埋
葬
の
整
備
を

当
面
民
間
事
業
者
に
処
理
を
お
願
い
し
た
い
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三
谷
議
員

　

昨
年
12
月
に
町
民
セ
ン

タ
ー
前
で
交
通
事
故
が
発

生
し
た
。
以
前
か
ら
信
号

機
設
置
が
要
望
さ
れ
て
き

た
場
所
だ
が
、
今
後
の
歩

行
者
の
安
全
確
保
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
庁
舎
建

設
工
事
と
新
庁
舎
完
成
後

の
交
通
安
全
の
確
保
を
ど

う
考
え
る
か
。

片
山
町
長

　

事
故
発
生
後
、
教
育
委

員
会
か
ら
学
校
を
通
じ
全

児
童
へ
注
意
喚
起
、
指
導

を
行
っ
た
。
ま
た
ニ
セ
コ

駐
在
所
の
協
力
の
も
と
町

交
通
安
全
指
導
員
に
よ
る

パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
を
実
施

道
道
ニ
セ
コ
停
車
場
線
の

道
路
両
側
の
歩
道
の
未
整

備
が
課
題
だ
っ
た
。
平
成

27
年
か
ら
の
道
道
ニ
セ
コ

停
車
場
線
の
全
面
改
良
で

歩
道
が
整
備
さ
れ
、
信
号

機
の
設
置
条
件
は
整
っ
た

と
考
え
る
。
町
は
、
引
き

続
き
横
断
歩
道
用
信
号
機

の
早
期
設
置
の
要
請
を
強

化
し
た
い
。
今
後
の
交
通

安
全
は
、
教
育
委
員
会
や

学
校
等
と
連
携
し
、
児
童

生
徒
の
交
通
安
全
指
導
の

徹
底
、
毎
月
の
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
街
頭
指
導

の
継
続
、
パ
ト
ラ
イ
ト
作

戦
を
実
施
し
た
い
。

　

新
庁
舎
建
設
時
に
お
け

る
交
通
安
全
の
確
保
は
、

道
路
の
片
側
交
互
通
行
や

完
全
通
行
止
め
な
ど
、
交

通
整
理
員
を
つ
け
て
車
両

搬
入
に
伴
う
歩
行
者
の
安

全
管
理
の
徹
底
指
導
に
努

め
た
い
。

　

新
庁
舎
完
成
後
は
死
角

と
な
る
交
差
点
の
注
意
看

板
の
設
置
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
の
設
置
な
ど
、
歩
行
者

等
の
安
全
に
配
慮
す
る
。

菊
地
教
育
長

　

教
育
現
場
で
は
、
自
分

の
安
全
は
自
分
で
守
る
こ

と
を
基
本
に
交
通
安
全
教

室
や
街
頭
指
導
、
保
護
者

を
含
め
た
周
知
啓
発
を
各

学
校
で
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
を
、
教
育
の
立
場

か
ら
進
め
た
い
。

三
谷
議
員

　

事
故
の
起
き
た
横
断
歩

道
の
信
号
設
置
の
要
望
活

動
は
こ
れ
か
ら
も
強
化
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

の
場
合
に
信
号
設
置
を
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
要
望
し
、
教
育
委

員
会
が
対
応
す
る
、
ま
た

町
民
生
活
課
も
要
望
に
対

応
し
て
い
る
が
、
そ
の
両

者
の
連
携
が
と
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
。
窓
口
を
一
本

化
す
る
必
要
が
な
い
か
。

　

新
庁
舎
建
設
工
事
中
の

交
通
安
全
は
、
今
の
役
場

前
通
を
交
通
車
両
の
通
行

路
と
し
、
東
三
条
通
、
東

三
条
中
通
を
通
学
路
と
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

工
事
車
両
は
、
ニ
セ
コ

停
車
場
線
か
綺
羅
街
道
の

ど
ち
ら
を
通
る
の
か
。

　

新
庁
舎
完
成
後
の
信
号

設
置
の
必
要
も
考
え
、
信

号
設
置
の
調
整
の
必
要
は

な
い
か
。

菊
地
教
育
長

　

教
育
委
員
会
が
窓
口
で

活
動
す
る
の
で
は
な
く
、

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活
動

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。
教
育
委
員

会
と
し
て
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
活
動
を
支
援
し
て

い
く
。

片
山
町
長

　

多
様
な
要
望
の
あ
る
ほ

う
が
地
域
の
熱
意
を
伝
え

ら
れ
る
の
で
、
様
々
な
ル

ー
ト
で
要
望
書
を
上
げ
て

い
く
。

　

昨
日
も
倶
知
安
警
察
署

に
牧
野
交
通
安
全
協
会
長

と
要
望
書
を
持
参
し
重
要

性
を
説
明
し
た
。
窓
口
を

一
本
化
し
つ
つ
、
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

庁
舎
完
成
後
の
交
通
事

情
等
は
、
ま
ず
町
民
セ
ン

タ
ー
前
に
信
号
を
設
置
し
、

そ
の
後
全
体
的
な
中
で
ま

た
調
整
を
し
た
い
。

黒
瀧
総
務
課
参
事

　

基
本
的
に
東
三
条
通
が

車
の
搬
入
と
、
大
型
ク
レ

ー
ン
や
ユ
ニ
ッ
ク
車
関
係

の
荷
卸
し
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
通
学
の
時
間
帯

に
は
し
っ
か
り
対
応
す
る

よ
う
に
検
討
す
る
。

　

ニ
セ
コ
停
車
場
線
か
道

道
岩
内
洞
爺
線
の
ど
ち
ら

を
搬
入
路
と
す
る
か
は
、

歩
行
者
の
現
状
や
状
況
を

見
き
わ
め
、
事
業
者
が
決

定
し
た
時
点
で
ど
ち
ら
の

道
路
が
い
い
の
か
分
析
し

て
決
め
た
い
。

　

新
庁
舎
が
で
き
た
時
に

設
計
の
中
で
ど
う
い
う
道

路
の
線
形
が
で
き
る
か
将

来
的
に
検
討
し
た
い
。

町
民
セ
ン
タ
ー
前
に
信
号
設
置
を

早
期
設
置
の
要
請
を
強
化
す
る

運転者も歩行者もお互いに気をつけて！
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三
谷
議
員

⑴
農
業
者
の
水
道
料
金
の

現
状
と
改
定
の
影
響
を
町

民
へ
公
表
し
て
い
る
か
。

⑵
ニ
セ
コ
町
水
道
事
業
条

例
第
30
条
の
水
道
料
金
の

軽
減
、
減
免
の
内
容
と
、

こ
れ
ま
で
の
適
用
は
。

⑶
６
㎥
ま
で
の
水
道
使
用

量
な
ら
、
基
本
料
金
の
値

下
が
り
で
20
円
下
が
る
が
、

７
～
９
㎥
で
は
値
上
が
り

す
る
こ
と
を
説
明
し
て
い

る
か
。

片
山
町
長

⑴
昨
年
11
月
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
で
、
農
業

者
の
水
道
料
金
の
現
状
と

農
業
者
が
超
過
料
金
の
影

響
で
最
も
料
金
が
上
が
る

説
明
を
し
た
。
ま
た
１
月

に
各
戸
投
函
に
よ
り
大
幅

に
上
が
る
農
業
者
が
多
く
、

段
階
的
に
引
き
上
げ
る
旨

お
知
ら
せ
し
た
。

⑵
条
例
第
30
条
は
、
災
害

等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

場
合
、
そ
の
他
特
別
な
理

由
が
あ
る
場
合
の
規
定
で
、

こ
れ
ま
で
10
年
間
で
減
免

実
績
は
２
件
あ
る
。

石
山
上
下
水
道
課
長

　

６
㎥
か
ら
10
㎥
の
説
明

は
今
後
一
般
家
庭
向
け
に
、

１
㎥
か
ら
順
の
新
旧
料
金

表
を
つ
く
り
、
ど
の
ぐ
ら

い
金
額
が
上
が
る
か
お
知

ら
せ
し
た
い
。

　

減
免
実
績
は
平
成
23
年

３
月
の
東
日
本
大
震
災
で

福
島
県
か
ら
ニ
セ
コ
町
へ

避
難
し
た
被
災
２
家
族
に

町
と
し
て
減
免
し
た
。

三
谷
議
員

　

今
回
の
改
定
で
用
途
別

か
ら
口
径
別
に
変
わ
り
、

農
業
者
の
超
過
料
金
が
70

円
か
ら
１
５
０
円
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
農
業
者
を
優
遇

す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
今
回
の
改
定
で
、

優
遇
と
い
う
考
え
方
を
続

け
る
の
か
。
農
業
者
に
対

す
る
政
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　

水
道
条
例
の
減
免
を
福

祉
的
配
慮
の
制
度
と
し
て

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

片
山
町
長

　

水
道
会
計
は
受
益
者
が

平
等
に
負
担
す
る
原
則
に

立
つ
。
農
業
者
の
優
遇
は

９
年
間
３
年
ず
つ
段
階
的

に
上
げ
、
将
来
統
一
す
る
。

そ
の
結
果
農
業
経
営
に
支

障
が
あ
れ
ば
、
水
道
会
計

で
優
遇
せ
ず
、
農
業
振
興

政
策
と
し
て
対
応
す
べ
き

と
考
え
る
。

　

減
免
も
、
福
祉
政
策
と

し
て
水
道
会
計
と
は
別
に

応
援
す
る
の
が
会
計
の
見

え
る
化
で
、
基
本
的
な
制

度
設
計
の
考
え
で
あ
る
。

三
谷
議
員

　

私
は
、
人
間
の
命
を
司

る
食
料
を
生
産
す
る
こ
と

に
対
す
る
優
遇
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
段

階
的
に
上
げ
る
の
は
、
農

業
者
だ
か
ら
で
は
な
く
、

急
激
な
変
化
が
あ
る
か
ら

で
あ
り
、
農
業
者
に
対
し

て
の
政
策
と
は
言
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

結
果
を
見
て
の
対
策
で
は
、

遅
い
し
、
早
く
政
策
と
し

て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
農
業
者
も
ひ
っ
く
る

め
て
受
益
者
負
担
に
す
る

考
え
で
い
い
の
か
。

　

小
樽
市
の
減
免
の
例
は
、

高
齢
者
、
ひ
と
り
親
、
あ

る
い
は
障
害
者
の
世
帯
が

対
象
で
、
基
本
料
金
と
超

過
料
金
の
合
計
金
額
の
４

分
の
３
を
払
い
、
減
免
分

は
４
分
の
１
だ
。
大
き
な

金
額
で
は
な
い
が
意
味
の

あ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

片
山
町
長

　

農
業
や
食
に
対
す
る
敬

意
が
な
い
の
で
は
全
く
な

い
。
こ
れ
ま
で
農
業
振
興

も
食
の
安
全
も
徹
底
し
て

や
っ
て
き
た
。
国
が
一
般

会
計
か
ら
の
任
意
の
繰
り

入
れ
は
基
本
的
に
認
め
な

い
方
向
に
な
り
つ
つ
あ
る

中
、
一
部
の
人
を
優
遇
す

る
こ
と
が
会
計
制
度
と
し

て
許
さ
れ
る
か
。
会
計
は

会
計
と
し
て
見
え
る
化
し
、

一
方
で
、
一
般
会
計
の
農

業
振
興
の
中
で
見
え
る
化

し
応
援
す
る
。
農
業
者
に

負
担
を
押
し
つ
け
る
の
で

は
全
く
な
い
。
福
祉
面
で

会
計
の
中
で
配
慮
で
き
な

い
か
に
つ
い
て
、
ど
う
い

っ
た
も
の
が
で
き
る
の
か
、

勉
強
し
た
い
。
た
だ
、
相

当
議
論
し
て
積
み
上
げ
て

き
た
制
度
設
計
で
あ
り
、

こ
れ
で
何
と
か
水
道
会
計

を
維
持
さ
せ
て
い
き
た
い
。

石
山
上
下
水
道
課
長

　

平
成
６
年
度
に
曽
我
地

区
水
道
組
合
か
ら
ニ
セ
コ

町
へ
水
道
を
移
管
す
る
時
、

曽
我
地
区
は
ほ
と
ん
ど
農

業
者
で
、
料
金
は
無
料
で

使
用
し
て
い
た
。
ニ
セ
コ

町
の
水
道
に
移
管
し
水
道

料
金
と
超
過
料
金
が
発
生

し
、
農
業
用
の
超
過
料
金

70
円
と
い
う
設
定
が
行
わ

れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

平
成
７
年
度
か
ら
24
年
経

ち
皆
と
一
緒
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
考
え
か
ら
70
円

を
１
５
０
円
に
戻
し
て
い

く
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

農
業
者
も
含
め
す
べ
て
受
益
者
負
担
で
い
い
の
か

水
道
会
計
の
見
え
る
化
の
制
度
設
計
が
必
要
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竹
内
議
員

　

近
年
、
町
道
の
砂
利
道

の
管
理
が
手
薄
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
素
掘
り
側
溝
が
埋
ま

り
、
雨
水
や
融
雪
水
が
道

路
に
流
れ
て
砂
利
を
押
し

流
し
、
路
盤
が
む
き
出
し

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
地
域
住
民
の
生
活

環
境
の
足
を
守
る
た
め
に

も
道
路
整
備
の
拡
大
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

片
山
町
長

　

本
町
の
町
道
は
総
延
長

１
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

舗
装
道
路
が
１
１
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
砂
利
道
が
66

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て

い
る
。
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
砂
利
道
に
つ
い
て

は
台
風
な
ど
の
大
雨
の
際

に
路
面
状
況
が
悪
化
し
、

砕
石
補
充
に
よ
る
路
面
補

修
や
、
側
溝
の
土
砂
撤
去

な
ど
の
維
持
補
修
を
繰
り

返
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

ま
た
、
近
年
郊
外
に
住

宅
を
建
設
す
る
方
も
多
く
、

砂
利
道
が
生
活
道
路
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
増

え
つ
つ
あ
る
。
住
民
か
ら

は
舗
装
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ

ま
え
、
受
益
戸
数
や
交
通

量
、
道
路
用
地
の
状
況
な

ど
総
合
的
に
判
断
を
し
な

が
ら
、
道
路
の
日
常
的
な

維
持
管
理
と
並
行
し
、
砂

利
道
の
舗
装
整
備
を
進
め

て
い
る
。

竹
内
議
員

　

今
年
度
予
算
に
は
ル
ベ

シ
ベ
通
や
近
藤
七
線
通
の

改
修
に
つ
い
て
組
み
込
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

他
に
も
西
山
ニ
セ
コ
連
絡

線
並
び
に
西
山
西
通
、
板

谷
の
東
通
、
羊
栄
通
な
ど
、

ま
だ
何
件
も
あ
る
。
砂
利

道
補
修
の
原
材
料
と
な
る

砕
石
の
金
額
が
増
え
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
舗

装
化
に
向
け
て
力
を
入
れ

て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
現
存
す
る
砂
利

道
も
整
備
し
な
い
と
、
今

度
改
良
を
か
け
る
と
き
に

非
常
に
大
き
な
金
額
に
な

っ
て
い
く
と
思
う
。

　

ま
た
、
町
長
が
言
う
よ

う
に
、
以
前
は
人
が
住
ん

で
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に

も
民
家
が
増
え
て
き
て
い

る
が
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ

で
の
舗
装
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

高
瀬
建
設
課
長

　

砂
利
道
補
修
に
限
ら
な

い
が
、
道
路
維
持
に
関
す

る
当
初
予
算
は
10
年
前
に

比
べ
て
１
千
万
円
程
度
上

が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

人
件
費
の
増
な
ど
絡
ん
で
、

必
ず
し
も
補
修
道
路
距
離

が
延
長
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

　

近
年
は
災
害
、
大
雨
が

多
く
、
昨
年
も
１
千
万
円

を
超
え
る
砂
利
道
の
補
修

経
費
を
補
正
し
た
。
現
在

残
っ
て
い
る
砂
利
道
は
本

当
に
雨
に
対
し
て
弱
い
部

分
。
ま
た
、
畑
に
隣
接
し

て
い
る
砂
利
道
が
多
く
、

強
い
雨
が
降
る
と
畑
の
表

土
が
側
溝
に
流
れ
、
管
が

詰
ま
っ
て
水
が
あ
ふ
れ
て

道
路
が
え
ぐ
れ
る
。
そ
の

点
は
、
農
家
さ
ん
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
工
夫
を

し
て
い
る
。

　

民
家
が
３
軒
以
上
張
り

つ
い
て
い
る
路
線
が
ま
だ

５
路
線
、
そ
れ
以
下
だ
と

十
何
路
線
に
な
る
が
、
日

ご
ろ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
含

め
、
委
託
し
て
い
る
業
者

と
連
携
を
図
っ
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。
予
算
も
も
う
少
し

確
保
し
て
い
き
た
い
。

竹
内
議
員

　

過
去
、
町
職
員
が
道
路

の
維
持
管
理
・
補
修
を
し

て
い
た
時
は
、
グ
レ
ー
ダ

ー
（
舗
装
・
整
地
用
の
建

設
機
械
）
に
よ
る
補
修
方

法
に
も
細
か
な
配
慮
が
あ

っ
た
が
、
い
ま
は
な
か
な

か
そ
う
も
い
か
な
い
面
も

あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
ア

ー
ル
材
（
防
塵
材
）
を
使

用
し
た
補
修
も
１
年
で
ダ

メ
に
な
っ
て
し
ま
う
部
分

も
あ
る
と
の
こ
と
。
工
事

後
の
確
認
を
含
め
、
細
か

な
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
。

高
瀬
建
設
課
長

　

当
時
一
人
の
職
員
が
ほ

ぼ
専
門
で
グ
レ
ー
ダ
ー
作

業
を
行
っ
て
い
た
。
非
常

に
技
術
が
必
要
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
昨
年
、
あ

る
事
業
者
さ
ん
に
優
秀
な

グ
レ
ー
ダ
ー
技
術
を
持
っ

た
方
が
配
属
さ
れ
た
が
、

住
宅
地
で
は
あ
ま
り
活
用

で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
ア
ー
ル
材
（
防

塵
材
）
に
つ
い
て
は
以
前

10
セ
ン
チ
程
度
で
進
め
て

い
た
が
、
場
所
に
よ
っ
て

は
数
年
で
だ
め
に
な
っ
て

い
た
。
昨
年
15
セ
ン
チ
と

20
セ
ン
チ
を
試
験
的
に
や

っ
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
し
っ

か
り
し
て
い
た
の
で
、
今

後
経
過
を
見
な
が
ら
、
改

善
し
て
い
き
た
い
。

道
路
整
備
の
拡
大
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
補
修
対
応
と

予
算
確
保
に
努
力
す
る
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木
下
議
員

　

ニ
セ
コ
町
は
海
外
か
ら

の
来
訪
者
の
増
加
や
リ
ゾ

ー
ト
開
発
な
ど
で
注
目
を

浴
び
て
い
る
が
、
そ
の
一

方
で
、
旅
行
者
な
ど
に
よ

る
マ
ナ
ー
や
交
通
、
ご
み

の
問
題
な
ど
、
地
域
社
会

や
環
境
分
野
に
も
影
響
が

及
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
イ
ン
パ
ク
ト
に
も
目
を

向
け
な
が
ら
持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ
く
り
の
視
点

を
持
つ
事
が
欠
か
せ
な
い

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

片
山
町
長

　

昨
今
の
観
光
開
発
な
ど

の
増
加
に
よ
り
、
建
設
工

事
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
地

域
に
滞
在
す
る
方
々
が
増

え
て
い
る
が
、
マ
ナ
ー
違

反
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
、
危
惧
し

て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
住
民

の
皆
さ
ん
が
幸
福
を
感
じ
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

観
光
資
源
の
源
で
あ
り

町
民
の
財
産
で
あ
る
こ
の

ニ
セ
コ
町
の
環
境
を
こ
れ

か
ら
も
第
一
に
大
切
に
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

木
下
議
員

　

今
後
、
持
続
可
能
な
地

域
を
目
指
し
て
い
く
た
め

に
は
財
源
が
必
要
不
可
欠

と
考
え
る
。
中
で
も
導
入

に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て

い
る
観
光
目
的
税
は
重
要

課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
増
加

や
開
発
が
進
む
こ
と
に
よ

っ
て
地
域
住
民
に
直
接
影

響
を
与
え
て
い
る
の
は
ご

み
の
問
題
で
あ
り
、
一
部

の
地
域
住
民
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
と
聞
く
。
行
政

と
し
て
ど
の
程
度
ま
で
把

握
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
利
用
に
つ
い
て
町

内
会
組
織
に
入
ら
な
い
住

民
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の

管
理
会
社
、
従
業
員
寮
な

ど
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

　

31
年
度
予
算
に
お
い
て

導
入
検
討
予
定
の
「
ご
み

分
別
ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
」

と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
か
。

前
原
商
工
観
光
課
長

　

観
光
目
的
税
に
関
し
て

は
、
倶
知
安
町
で
予
定
さ

れ
て
い
る
料
率
で
の
徴
収

や
、
す
で
に
先
行
導
入
し

て
い
る
定
額
で
の
徴
収
な

ど
の
問
題
点
や
矛
盾
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
町
内
の
観

光
事
業
者
等
と
会
議
の
中

で
意
見
交
換
し
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
詰
め
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
引
き
続
き
議
論
の
熟

度
を
上
げ
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

横
山
町
民
生
活
課
長

　

問
題
が
起
き
て
い
る
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
収

集
事
業
者
や
自
治
会
か
ら

連
絡
も
あ
り
、
注
意
喚
起

の
看
板
と
表
示
を
張
り
付

け
た
り
、
そ
の
近
隣
に
外

国
語
表
記
の
チ
ラ
シ
等
の

配
布
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
や
従
業
員
寮
な
ど
に
は
、

転
入
手
続
の
際
に
窓
口
に

お
い
て
随
時
説
明
を
し
て

い
る
。

　

事
業
者
の
ア
パ
ー
ト
や

分
譲
の
別
荘
な
ど
に
対
し

て
は
、
自
主
的
な
ダ
ス
ト

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

現
在
２
１
９
基
あ
る
が
、

町
内
会
で
自
主
的
に
鍵
を

設
置
す
る
な
ど
、
ダ
メ
ご

み
の
排
出
を
自
主
的
に
防

い
で
い
る
と
こ
ろ
が
30
か

所
程
度
あ
る
。
外
国
人
の

方
だ
け
で
お
住
ま
い
の
住

居
な
ど
に
は
、
国
際
交
流

員
の
協
力
も
得
て
、
担
当

が
個
別
で
説
明
に
行
っ
て

い
る
。

　

ご
み
の
分
別
の
ア
プ
リ

サ
ー
ビ
ス
は
、
日
本
語
と

英
語
対
応
を
考
え
て
い
る
。

主
な
機
能
は
、
カ
レ
ン
ダ

ー
で
収
集
日
を
知
ら
せ
た

り
、
分
別
の
品
目
を
検
索

で
き
た
り
、
ご
み
の
出
し

方
等
に
つ
い
て
町
か
ら
お

知
ら
せ
が
出
来
る
よ
う
な

仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。

観
光
客
の
増
加
に
伴
う
無
秩
序
な
ご
み
出
し
対
策
は

導
入
予
定
の
ご
み
分
別
ア
プ
リ
含
め
、

状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
し
て
い
る

ごみ分別アプリ（札幌市）
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篠
原
議
員

　

中
央
倉
庫
群
の
第
１
期

指
定
管
理
期
間
が
終
了
す

る
が
、
こ
の
３
年
間
の
活

動
を
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
評
価
し
、
次
に
生
か
す

考
え
は
。片

山
町
長

　

中
央
倉
庫
群
は
、
平
成

28
年
４
月
か
ら
３
年
間
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ニ
セ

コ
倉
庫
邑
を
指
定
管
理
者

に
指
定
し
、
民
間
活
力
を

導
入
し
て
町
民
や
観
光
客

な
ど
が
交
流
や
休
息
の
場

と
し
て
、
ま
た
地
域
振
興

と
産
業
活
性
化
に
資
す
る

施
設
と
し
て
そ
の
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
。

　

開
館
か
ら
の
利
用
者
数

は
、
２
７
，
８
９
６
人

（
２
月
末
現
在
）
で
、
こ

れ
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ル

シ
ェ
、
地
元
産
品
の
物
販

イ
ベ
ン
ト
、
地
元
音
楽
家

な
ど
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、
新
た
な
交
流
イ
ベ

ン
ト
が
倉
庫
群
を
起
点
に

生
ま
れ
企
業
に
よ
る
社
員

教
育
や
研
修
の
会
場
と
し

て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
４
月
か
ら
新
た

な
指
定
管
理
者
に
よ
る
管

理
に
つ
い
て
従
前
の
催
し

や
貸
し
館
業
務
等
を
引
継

ぎ
、
中
央
倉
庫
群
の
活
用

希
望
者
へ
の
利
用
を
継
承

し
つ
つ
、
特
に
子
育
て
世

代
の
活
用
、
各
世
代
の
幅

広
い
利
用
に
配
慮
し
つ
つ

多
様
な
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿

と
し
て
、
ま
た
居
場
所
と

し
て
利
用
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
期
待
す
る
。

篠
原
議
員

　

以
前
『
自
ら
稼
ぐ
力
を

蓄
え
町
民
や
来
訪
者
に
喜

ば
れ
地
域
の
活
動
拠
点
と

な
る
施
設
運
営
を
目
指

す
』
と
の
答
弁
を
記
憶
す

る
が
、
こ
の
『
稼
ぐ
力
』

の
仕
組
づ
く
り
に
つ
い
て

と
、
一
号
倉
庫
の
有
効
活

用
方
法
。
更
に
本
年
度
予

算
に
あ
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
募
集
・
管
理
運
営

業
務
を
も
委
託
す
る
こ
と

が
二
期
目
の
受
託
業
者
が

稼
ぐ
仕
組
み
の
一
つ
で
も

あ
る
の
か
を
伺
う
。

山
本
企
画
環
境
課
長

　

受
託
業
務
を
通
じ
、
稼

ぐ
力
を
養
え
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、
こ
の
３
年
間

『
稼
ぐ
』
と
い
う
状
況
は

ま
だ
途
上
に
あ
る
。

　

一
号
倉
庫
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を

含
め
て
活
用
を
検
討
す
る
。

協
力
隊
業
務
の
委
託
に
つ

い
て
は
、
協
力
隊
の
募
集

や
調
整
作
業
等
も
役
場
か

ら
外
部
委
託
し
、
中
央
倉

庫
を
協
力
隊
の
活
動
拠
点

と
し
た
い
。
稼
ぐ
仕
組
づ

く
り
に
な
る
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
体

制
の
中
で
引
き
続
き
検
討

し
た
い
。篠

原
議
員

　

一
号
倉
庫
の
利
用
み
と

お
し
と
集
落
支
援
員
・
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
活
動

の
継
続
性
と
産
業
遺
産
保

全
の
考
え
方
は
。

山
本
企
画
環
境
課
長

　

一
号
倉
庫
の
今
後
の
活

用
方
策
の
一
つ
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
施
設
と
し
て
近
隣

施
設
と
協
力
し
つ
つ
、
宿

泊
、
仕
事
・
研
修
を
セ
ッ

ト
に
し
た
活
用
で
利
用
率

を
上
げ
た
い
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
へ

の
利
用
を
視
野
に
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
等
新
た
な
活

用
で
、
な
お
一
層
活
用
の

幅
が
広
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

　

中
央
倉
庫
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
ご
指
摘
の
よ
う

に
人
の
出
入
り
が
激
し
か

っ
た
。
今
後
は
新
た
な
体

制
で
継
続
性
を
持
っ
て
業

務
に
当
た
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

片
山
町
長

　

こ
れ
ま
で
指
定
管
理
を

受
託
さ
れ
た
倉
庫
邑
に
お

い
て
は
、
本
当
に
よ
く
や

っ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
。
指
定

管
理
ゆ
え
、
当
然
そ
の
運

営
の
中
身
に
つ
い
て
町
が

立
ち
入
る
と
い
う
こ
と
は

基
本
的
に
し
な
い
仕
組
み

だ
が
、
相
談
を
受
け
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か

り
で
き
る
応
援
を
し
つ
つ

こ
れ
ま
で
来
た
。
当
初
の

計
画
自
体
は
、
相
当
よ
い

方
向
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
お
り
、
当
初
か
ら

の
町
民
の
居
場
所
を
第
一

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
後
更
に
そ
の
よ
う
な
状

況
が
生
ま
れ
て
い
く
よ
う

新
た
な
指
定
管
理
者
に
も

お
願
い
し
た
い
。

　

町
内
に
な
か
な
か
集
ま

る
場
所
が
な
い
と
き
、
食

べ
物
や
飲
み
物
を
持
ち
寄

っ
て
会
議
を
行
っ
て
も
良

い
し
、
お
母
さ
ん
方
が
昼

間
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
集

っ
た
り
、
夜
語
ら
っ
て
も

良
い
。
と
に
か
く
住
民
の

皆
さ
ん
が
自
由
に
使
え
る

場
と
し
て
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

中
央
倉
庫
群
事
業
の
継
続
と
指
定
管
理
者
自
ら
が

稼
げ
る
施
設
に
な
っ
て
い
る
か

各
種
催
し
の
継
続
と
協
力
隊
の
拠
点
と
し
た
い
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第1回　臨時会審議結果　会期　平成31年（2019年）1月28日
議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議案第１号 北海道市町村総合事務組合規約の制定並びに廃止することの協
議について

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第２号 ニセコ町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 原 案 可 決 賛 成 多 数

第2回　定例会審議結果　会期　平成31年（2019年）3月6日から3月14日
議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

承認第１号 専決処分した事件の承認について
（平成30年度ニセコ町一般会計補正予算）

承 認 可 決 賛 成 多 数

議案第１号 指定管理者の指定について（ニセコ中央倉庫群） 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第２号 財産の処分について（ｐ23を参照） 原 案 可 決 賛 成 ６
反 対 ３

議案第３号 ニセコ町課設置条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第５号 ニセコ町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第６号 ニセコ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第７号 ニセコ町農業集落排水施設条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第８号 ニセコ町営住宅条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第９号 ニセコ町公共下水道条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第10号 ニセコ町普通河川管理条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第11号 ニセコ町水道事業条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第12号 平成30年度ニセコ町一般会計補正予算（ｐ21を参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第13号 平成30年度ニセコ町公共下水道事業特別会計補正予算
（ｐ21を参照）

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第14号 平成31年度ニセコ町一般会計予算
（予算特別委員会報告は、原案どおり可決すべきもの）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第15号 平成31年度ニセコ町国民健康保険事業特別会計予算
（予算特別委員会報告は、原案どおり可決すべきもの）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第16号 平成31年度ニセコ町後期高齢者医療特別会計予算
（予算特別委員会報告は、原案どおり可決すべきもの）

原 案 可 決 全 会 一 致
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議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議案第17号 平成31年度ニセコ町簡易水道事業特別会計予算
（予算特別委員会報告は、原案どおり可決すべきもの）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第18号 平成31年度ニセコ町公共下水道事業特別会計予算
（予算特別委員会報告は、原案どおり可決すべきもの）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第19号 平成31年度ニセコ町農業集落排水事業特別会計予算
（予算特別委員会報告は、原案どおり可決すべきもの）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第20号 平成30年度ニセコ町一般会計補正予算（追加）（ｐ21を参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

第3回　臨時会審議結果　会期　平成31年（2019年）4月26日
議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

承認第１号 専決処分した事件の承認について
（平成31年度ニセコ町一般会計補正予算）

承 認 可 決 賛 成 多 数

議案第１号 監査委員の選任について（大村潤一　氏） 同 意 可 決 賛 成 多 数

議案第２号 平成31年度ニセコ町一般会計補正予算（ｐ21を参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

第4回　臨時会審議結果　会期　令和元年（2019年）5月9日
議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議案第１号 監査委員の選任について（浜本和彦　氏） 同 意 可 決 賛 成 多 数

議案第２号 町税条例等の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第３号 令和元年度ニセコ町一般会計補正予算（ｐ22を参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

◎
羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組

合
関
係
町
村
長
会
議

　

平
成
28
年
３
月
か
ら
、

構
成
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の

下
水
道
処
理
施
設
に
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
と
通
常
言
わ

れ
る
、
合
併
浄
化
槽
か
ら

の
汚
泥
や
生
し
尿
を
処
理

す
る
施
設
を
あ
わ
せ
て
附

属
で
き
な
い
か
検
討
を
行

っ
て
き
た
。

　

構
成
６
町
村
を
複
数
ず

つ
組
み
合
わ
せ
る
７
つ
の

組
み
合
わ
せ
方
で
具
体
的

な
可
能
性
や
事
業
費
の
比

較
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

倶
知
安
町
、
ニ
セ
コ
町
を

初
め
処
理
施
設
の
余
裕
が

余
り
な
い
と
こ
ろ
が
多
い

こ
と
、
経
費
や
管
理
に
膨

大
な
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
現
在
の
処
分

場
の
場
所
に
新
た
な
施
設

を
建
て
か
え
る
方
向
で
検

討
し
て
い
く
。

◎
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

第
４
次
改
正
の
検
討
結
果

　

３
月
１
日
、
条
例
改
正

に
関
し
て
の
審
議
結
果
と

し
て
、
次
の
答
申
が
な
さ

れ
た
。
今
回
は
運
用
や
個

別
に
指
摘
す
る
事
項
が
中

心
で
、
条
例
改
正
は
な
い
。

１
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
を
風
化
さ
せ
ず
一
層
の

浸
透
を
図
る
取
り
組
み
を

２
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
さ
ら
に
検

討
を
進
め
て
ほ
し
い

３
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
か

ら
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て

の
意
見

４
、
苦
情
等
の
対
応
記
録

簿
の
有
効
活
用
等
に
関
す

る
意
見

５
、
補
助
金
等
の
活
用
に

際
し
た
情
報
共
有
に
つ
い

て
の
意
見

　

こ
れ
ら
の
答
申
を
受
け
、

さ
ら
に
精
度
を
上
げ
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

行
政
報
告
か
ら
　
片
山
町
長
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補正予算審議結果

第2回　定例会� 会期　3月6日から3月14日

担い手確保・経営強化支援事業補助ほかを計上
　第2回定例会で、担い手確保・経営強化支援事業補助や綺羅乃湯省エネルギー化改修工事などの増
額により、専決処分した分を含め、一般会計のほか1特別会計で合計2億2,494万1千円の増額補正
を可決しました。

平成30年度　ニセコ町一般会計補正予算 �  原案可決
　予算現額に2億2,509万6千円を増額し、予算総額51億7,734万2千円となりました。
・歳入　分担金及び負担金（幼児センター保育料（長時間型））� 232万8千円増額
　　　　使用料及び手数料（幼児センター保育料（短時間型））� 3万6千円増額
　　　　国庫支出金（二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金ほか）� 4,976万7千円増額
　　　　道支出金（強い農業づくり事業補助金ほか）� 6,744万4千円増額
　　　　財産収入（町有地売払収入ほか）� 3,072万4千円増額
　　　　寄付金（ふるさとづくり寄付金）� 1,841万8千円増額
　　　　繰入金（地域福祉基金繰入金）� 1,700万円減額
　　　　繰越金（前年度繰越金）� 2,343万8千円減額
　　　　諸収入（中心経営体農地集積促進事業農業事業者負担分徴収金ほか）� 266万9千円減額
　　　　町債（ニセコ駅前温泉綺羅乃湯施設整備事業債ほか）� 9,948万6千円増額

・歳出　総務費（庁舎建設基金積立金ほか）� 4,744万2千円増額
　　　　民生費（後志広域連合負担金）� 12万6千円増額
　　　　衛生費（羊蹄山麓地域一般廃棄物可燃ごみ処理業務委託料）� 93万6千円増額
　　　　農林水産業費（担い手確保・経営強化支援事業補助金ほか）� 7,135万6千円増額
　　　　商工費（綺羅乃湯施設改修工事ほか）� 1億273万9千円増額
　　　　土木費（ロードヒーティング用光熱水費ほか）� 84万5千円増額
　　　　教育費（総合体育館燃料費ほか） � 165万2千円増額

平成30年度　ニセコ町公共下水道事業特別会計補正予算 �  原案可決
　予算現額から15万5千円を減額し、予算総額1億6,971万2千円となりました。
・歳入　繰入金（一般会計繰入金）� 15万5千円減額

・歳出　管理費（下水道管理センター用光熱水費）� 26万1千円増額
　　　　建設改良費（委託料）� 41万6千円減額
�

第3回　臨時会� 会期　4月24日

建築物エネルギー消費性能適合判定手数料ほかを計上
　第3回臨時会で、建築物エネルギー消費性能適合判定手数料、こども会開設運営事業補助などの増
額により、専決処分した分を含め、一般会計で133万2千円の増額補正を可決しました。

平成31年度　ニセコ町一般会計補正予算 �  原案可決
　予算現額に133万2千円を増額し、予算総額53億5,133万2千円となりました。
・歳入　繰越金（前年度繰越金）� 133万2千円増額

・歳出　総務費（建築物エネルギー消費性能適合判定手数料ほか）� 73万5千円増額
　　　　民生費（こども会開設運営事業補助）� 30万1千円増額
　　　　土木費（公営住宅清掃手数料ほか）� 29万6千円増額
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第4回　臨時会� 会期　5月9日

役場庁舎・防災センター建設工事ほかを計上
　第4回臨時会で、役場庁舎・防災センター建設工事、コミュニティ助成事業補助金などの増額によ
り、専決処分した分を含め、一般会計で7,041万5千円の増額補正を可決しました。

令和元年度　ニセコ町一般会計補正予算 �  原案可決
　予算現額に7,041万5千円を増額し、予算総額54億2,174万7千円となりました。
・歳入　繰入金（庁舎建設基金繰入金）� 500万円増額
　　　　繰越金（前年度繰越金）� 361万5千円増額
　　　　諸収入（コミュニティ助成事業補助金）� 250万円増額
　　　　町債（役場庁舎・防災センター整備事業債）� 5,900万円増額

・歳出　総務費（建築物エネルギー消費性能適合判定手数料ほか）� 6,686万3千円増額
　　　　商工費（こども会開設運営事業補助）� 108万9千円増額
　　　　教育費（公営住宅清掃手数料ほか）� 246万3千円増額

公
営
住
宅
で
の
汚
水
管
漏

水
防
止
の
た
め
に
も
定
期

的
な
清
掃
の
検
討
を

浜
本
議
員　

公
営
住
宅
で

汚
水
管
の
詰
ま
り
に
よ
る

漏
水
が
あ
っ
た
。
原
因
究

明
と
と
も
に
、
定
期
的
な

清
掃
が
必
要
で
は
。

黒
瀧
建
設
課
参
事　

汚
水

管
の
詰
ま
り
は
様
々
な
原

因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
特

に
油
の
垂
れ
流
し
に
よ
り

配
管
内
が
詰
ま
る
こ
と
が

あ
る
。
今
後
は
定
期
的
な

清
掃
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

入
居
者
に
も
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
も
ら
う
よ

う
周
知
す
る
。

大
型
連
休
中
の
子
ど
も
預

か
り
事
業
支
援
の
詳
細
と

幼
児
セ
ン
タ
ー
休
日
保
育

の
関
わ
り
は

青
羽
議
員　

大
型
連
休
中

に
、
民
間
有
志
「
子
育
て

マ
マ
の
会
」
が
子
ど
も
の

預
か
り
を
担
う
と
い
う
こ

と
で
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
が
周
知
や
募
集
期
間

が
大
変
短
い
の
で
は
。
周

知
方
法
等
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。
町
の
支
援
は

施
設
の
借
り
上
げ
料
程
度

だ
が
、
預
か
り
保
育
に
従

事
す
る
人
等
の
人
件
費
は
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

対

応
期
間
は
４
月
28
日
か
ら

５
月
５
日
で
、
す
で
に
４

月
18
日
か
ら
幼
児
セ
ン
タ

ー
、
学
童
保
育
所
を
通
じ

て
周
知
、
募
集
し
て
い
る
。

預
け
る
親
は
子
ど
も
１
人

当
た
り
一
日
３
千
円
を
支

払
う
。
述
べ
１
４
５
人
分

の
収
入
見
込
み
４
３
万
５

千
円
を
人
件
費
に
充
て
る
。

保
育
の
有
資
格
者
１
人
と

補
助
者
３
人
、
給
食
調
理

１
人
の
毎
日
５
人
で
対
応

予
定
。

斉
藤
議
員　

そ
の
期
間
中

は
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
の

休
日
保
育
は
行
わ
な
い
の

か
。
今
後
も
こ
う
し
た
形

態
を
続
け
る
の
か
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

幼

児
セ
ン
タ
ー
に
休
日
保
育

に
関
す
る
３
件
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
。
こ
の
預

か
り
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
の
で
一
か
所
で
対
応

で
き
な
い
か
、
保
健
福
祉

課
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
子

育
て
マ
マ
の
会
が
協
議
し
、

保
護
者
に
も
説
明
の
う
え

本
事
業
に
集
約
し
た
。

斉
藤
議
員　

一
日
当
た
り

の
対
応
人
数
や
時
間
帯
は
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

午

前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時

を
予
定
し
て
い
る
。
繰
り

下
げ
は
相
談
に
応
じ
る
。

一
日
当
た
り
最
大
20
人
の

受
け
入
れ
を
予
定
。

林
副
町
長　

幼
児
セ
ン
タ

ー
や
学
童
保
育
所
と
体
制

の
協
議
を
し
て
い
く
が
、

民
間
が
で
き
る
と
こ
ろ
は

民
間
を
応
援
し
て
い
き
た

い
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
受
け
入
れ
事
業

で
の
経
済
効
果
は

木
下
議
員　

ニ
セ
コ
町
内

で
２
つ
の
大
き
な
研
究
・

研
修
会
議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
会

議
）
が
行
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
町
が
補
助
を
行

う
。
こ
れ
に
よ
る
地
元
へ

の
経
済
効
果
は
。

福
村
商
工
観
光
課
長　

会

議
の
招
致
に
関
し
、
観
光

協
会
が
直
接
や
り
取
り
を

行
っ
て
い
る
。
今
回
は
二

次
交
通
の
不
足
部
分
と
し

て
、
バ
ス
借
上
料
を
支
援

す
る
が
、
必
要
が
あ
れ
ば

人
的
支
援
も
行
う
。
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
招
致
は
、
一
般
観

光
客
よ
り
も
消
費
額
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今

後
は
そ
の
効
果
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

片
山
町
長　

町
内
交
通
の

不
足
分
を
応
援
す
る
が
、

宿
泊
費
は
参
加
者
負
担
で

町
内
に
入
る
。
こ
う
し
た

会
議
を
少
し
ず
つ
広
げ
て

い
き
た
い
。

第
３
回 

臨
時
会

第
４
回 

臨
時
会

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！
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町
か
ら
、
字
羊
蹄
の
町
有
地
約
16
万
５
千
平
米
を
、
事
業
拡
大
の
た
め
取
得
を
希

望
す
る
企
業
に
売
却
す
る
提
案
が
あ
り
、質
疑
に
続
き
、次
の
よ
う
な
討
論
が
あ
っ
た
。

反
対
討
論

三
谷
典
久
議
員

　

本
来
の
売
買
価
格
の
決

定
は
ニ
セ
コ
町
公
有
財
産

規
則
に
よ
り
「
公
有
財
産

価
格
評
定
員
会
議
に
お
い

て
価
格
評
定
し
、
物
件
の

価
格
は
時
価
に
よ
る
こ

と
、
ま
た
当
該
物
件
の
品

位
、
立
地
条
件
及
び
売
買

実
例
等
を
総
合
し
て
、
公

平
か
つ
妥
当
な
価
格
を
算

出
」
と
あ
る
。

　

２
０
７
９
万
円
は
、
こ

の
土
地
が
土
地
開
発
基
金

か
ら
一
般
会
計
に
引
き
渡

さ
れ
た
こ
と
で
の
算
出
結

果
で
、
民
間
へ
の
売
却
価

格
と
す
る
根
拠
は
明
ら
か

と
は
思
え
な
い
。
公
有
財

産
規
則
に
則
ら
な
い
規
則

を
無
視
し
た
や
り
方
は
認

め
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
民
間
企
業
の
ニ
セ

コ
町
へ
の
投
資
は
、
今
後

の
ニ
セ
コ
町
の
農
業
、
観

光
、
経
済
に
と
っ
て
、
有

益
な
影
響
を
も
た
ら
す
で

あ
ろ
う
。
こ
の
企
業
進
出

に
反
対
す
る
の
で
は
な
い

こ
と
を
明
確
に
し
て
お
く
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
公
有
財
産
の
売
却
に
あ

た
り
、
条
例
を
無
視
し
た

売
却
手
続
き
を
踏
む
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
す
れ
ば
行
政

の
公
平
性
と
透
明
性
が
著

し
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
今
回
の
議
案
は

補
正
予
算
と
し
て
、
年
度

ぎ
り
ぎ
り
の
時
期
に
提
案

さ
れ
た
。
本
来
当
初
予
算

と
し
て
計
上
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
こ
で
十
分
な

審
議
を
尽
く
す
こ
と
が
総

計
予
算
主
義
か
ら
も
あ
る

べ
き
姿
で
あ
る
。

斉
藤
う
め
子
議
員

　

今
回
、
町
有
地
の
売
却

先
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
に

町
内
で
17
億
円
余
り
の
投

資
が
あ
り
、
今
後
も
15
億

円
の
投
資
を
行
う
予
定
で

あ
る
と
い
う
。
町
に
と
っ

て
、
こ
う
し
た
優
良
企
業

の
参
入
は
大
変
歓
迎
す
べ

き
こ
と
だ
が
、
町
民
の
な

か
に
は
こ
の
企
業
を
知
ら

な
い
方
も
い
る
。

　

町
民
十
数
名
に
意
見
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
平
米
あ

た
り
４
０
０
円
で
16
万
５

千
平
米
の
土
地
を
売
却
す

る
こ
と
に
疑
問
の
声
や
賃

貸
し
て
は
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。
売
却
に
あ
た
り
公

募
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
は
、
町
の
町
民
に

対
す
る
説
明
不
足
が
原
因

で
、
情
報
共
有
が
十
分
で

な
い
結
果
で
あ
り
、
町
の

拙
速
な
進
め
方
が
、
町
民

の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
う
し
た
進
め
方
は

ま
ち
の
将
来
に
良
い
結
果

が
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な

い
。
一
社
に
町
有
財
産
の

投
資
を
す
る
こ
と
に
不
安

や
不
信
感
が
あ
る
。
こ
の

企
業
が
町
民
に
浸
透
し
信

頼
が
確
か
な
も
の
と
な
っ

て
進
む
の
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
の
考
え
か
ら
、

現
時
点
で
は
町
有
地
を
賃

貸
す
る
こ
と
を
提
案
し
、

こ
の
売
却
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

篠
原
正
男
議
員

　

今
回
の
町
有
地
の
売
却

に
あ
た
り
、
議
会
提
案
前

に
も
議
員
協
議
会
で
３
度

の
協
議
を
行
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
町
が
算
出

し
た
売
却
額
が
安
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
と
か
、
職

員
が
こ
れ
ま
で
の
売
買
事

例
な
ど
を
参
考
に
し
て
行

っ
た
算
出
根
拠
が
不
明
確

だ
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
議
員
の
総

意
と
し
て
不
動
産
鑑
定
士

に
よ
る
鑑
定
を
行
う
よ
う

求
め
た
。
鑑
定
結
果
は
、

こ
の
提
案
価
格
よ
り
も
低

い
も
の
だ
っ
た
。

　

今
後
も
財
産
処
分
の
機

会
は
あ
る
。
す
べ
て
の
財

産
処
分
に
不
動
産
鑑
定
評

価
の
導
入
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
が
、
検
討
す
べ
き
だ

と
思
う
。

　

な
お
、
今
回
の
財
産
処

分
に
あ
た
っ
て
は
、
ニ
セ

コ
町
公
有
財
産
規
則
に
の

っ
と
っ
た
売
買
価
格
の
算

出
や
事
務
処
理
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
事

務
処
理
が
適
切
で
な
い
と

い
う
考
え
は
あ
た
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
価
格
算
定
の
精

度
を
尽
く
す
た
め
に
も
、

今
後
は
大
規
模
な
事
案
で

の
不
動
産
鑑
定
導
入
を
行

う
よ
う
提
案
し
、
賛
成
意

見
と
す
る
。

新
井
正
治
議
員

　

ニ
セ
コ
町
は
企
業
誘
致

の
た
め
の
工
業
団
地
の
準

備
や
助
成
制
度
な
ど
の
特

別
な
条
件
を
設
け
て
い
な

い
が
、
町
内
で
農
産
物
の

加
工
工
場
な
ど
の
事
業
を

行
い
実
績
が
あ
る
企
業
か

ら
さ
ら
な
る
事
業
拡
大
を

行
い
た
い
と
し
て
、
今
回

の
町
有
地
購
入
の
申
し
出

が
あ
っ
た
。

　

当
該
土
地
は
決
し
て
条

件
が
よ
い
と
は
言
え
な
い
、

む
し
ろ
不
利
益
地
と
も
思

え
る
場
所
で
あ
る
。
大
変

あ
り
が
た
い
提
案
を
い
た

だ
い
た
。

　

提
案
事
業
計
画
は
数
年

に
わ
た
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
原
料
と
な
る
農
産

物
を
地
元
か
ら
調
達
す
る

な
ど
、
今
後
も
町
の
農
業

振
興
と
ま
ち
の
発
展
に
大

き
く
力
を
与
え
る
事
業
と

し
て
継
続
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
理
解
し
、
本
提

案
に
賛
成
す
る
。

［
採
決
結
果
］
可
決�

　

賛
成
６
、
反
対
３

町
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
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28
日　

第
１
回
臨
時
会

	

議
会
運
営
委
員
会

31
日　

後
志
広
域
連
合
全
員
協
議
会

�

（
倶
知
安
町　

議
長
出
席
）

	

議
員
協
議
会

　
　
　

１
日　

ニ
セ
コ
町
こ
ど
も
ス
キ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�（
議
長
出
席
）

13
、
14
日　

後
志
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
・
研
修
会

�

（
札
幌
市　

議
長
出
席
）

15
日　

議
員
協
議
会

22
日　

議
員
協
議
会

25
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
70

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

�

（
札
幌
市　

議
長
出
席
）

26
日　

倶
知
安
厚
生
病
院
運
営
委
員

会�（
倶
知
安
町　

議
長
出
席
）

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会 

１
日　

ニ
セ
コ
高
校
卒
業
式

�

（
議
長
祝
辞
）

４
日　

ニ
セ
コ
町
功
労
者
町
政
懇
談

会�

（
正
副
議
長
出
席
）

６
日　

第
２
回
定
例
会
（
～
14
日
）

７
日　

予
算
特
別
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

議
員
協
議
会

12
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

13
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日　

ニ
セ
コ
中
学
校
卒
業
式

�

（
議
長
出
席
）

19
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

寿
大
学
閉
講
式�（
議
長
祝
辞
）

20
日　

ニ
セ
コ
小
学
校
卒
業
式

�

（
副
議
長
代
理
出
席
）

	

近
藤
小
学
校
卒
業
式

�

（
竹
内
議
員
代
理
出
席
）

	

昆
布
小
学
校
卒
業
式

�

（
篠
原
議
員
代
理
出
席
）

25
日　

北
海
道
新
幹
線
羊
蹄
ト
ン
ネ

ル
安
全
祈
願
祭

�

（
倶
知
安
町　

正
副
議
長
出
席
）

26
日　

幼
児
セ
ン
タ
ー
卒
園
式

�

（
議
長
出
席
）

28
日　

ニ
セ
コ
町
農
業
振
興
会
議

�
（
議
長
出
席
）

３
日　

幼
児
セ
ン
タ
ー
入
園
式

�

（
議
長
出
席
）

４
日　

議
員
会
臨
時
総
会

５
日　

ニ
セ
コ
小
学
校
入
学
式

�

（
議
長
出
席
）

	

近
藤
小
学
校
入
学
式

	

ニ
セ
コ
中
学
校
入
学
式

�

（
副
議
長
代
理
出
席
）

	

ニ
セ
コ
町
農
民
同
盟
定
期
総

会�

（
議
長
祝
辞
）

９
日　

ニ
セ
コ
高
校
入
学
式

�

（
議
長
祝
辞
）

10
日　

ニ
セ
コ
町
国
営
農
地
期
成
会

総
会�

（
議
長
祝
辞
）

12
日　

よ
う
て
い
農
業
協
同
組
合
通

常
総
代
会

�

（
倶
知
安
町　

副
議
長
代
理
）

18
日　

寿
大
学
開
講
式�（
議
長
祝
辞
）

21
日　

ニ
セ
コ
町
議
会
議
員
選
挙

22
日　

議
員
当
選
証
書
授
与

26
日　

第
３
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

議
員
協
議
会

９
日　

第
４
回
臨
時
会�

（
初
議
会
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

東
京
ニ
セ
コ
会

�

（
東
京
都　

議
長
出
席
）

14
日　

ニ
セ
コ
町
商
工
会
第
58
回
通

常
総
会�

（
副
議
長
祝
辞
）

15
日　

小
樽
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
フ

ル
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
化
着
工

の
お
礼
活
動

�

（
東
京
都　

議
長
出
席
）

16
日　

羊
蹄
山
麓
町
村
議
会
正
副
議

長
会
会
議

�

（
倶
知
安
町　

議
長
出
席
）

17
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

20
日　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会

�
（
倶
知
安
町　

議
長
出
席
）

24
日　

リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
リ
ザ
ー

ブ
・
ニ
セ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
起
工

式�

（
議
長
出
席
）

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

議

会

日

誌

編

集

後

記

　

羊
蹄
山
や
ニ
セ
コ
連
山
の
雪
形
が

日
々
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。
ニ
セ
コ
町

で
生
ま
れ
育
っ
た
友
人
は
、
子
供
の
こ

ろ
か
ら
見
慣
れ
た
雪
形
に
、
そ
れ
ぞ
れ

動
物
の
名
前
を
付
け
て
親
し
ん
で
き
た

と
言
い
ま
す
。
農
作
業
も
本
格
的
に
始

ま
り
、
雪
形
を
バ
ッ
ク
に
農
耕
機
械
が

動
き
、
ウ
グ
イ
ス
や
ヒ
バ
リ
の
鳴
き
声

を
聞
く
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
ニ
セ
コ
を

感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
最
近
、
農
業
者
や
町
民
を
悩

ま
せ
て
い
る
の
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
シ

カ
に
よ
る
食
害
の
増
加
で
す
。
家
庭
菜

園
で
も
ち
ょ
う
ど
食
べ
ご
ろ
に
な
っ
た

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
キ
ツ
ネ
な
ど
に
先
を

越
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
日
常
茶

飯
事
で
す
が
、
農
家
に
と
っ
て
は
深
刻

な
経
済
問
題
で
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
対
策
は
近

隣
町
村
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
思

う
の
で
す
が
、
ま
だ
そ
の
姿
は
見
え
ま

せ
ん
。
自
然
の
豊
か
さ
と
同
時
に
し
た

た
か
な
面
を
直
視
す
べ
き
こ
と
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
す
。�

（
高
木
直
良
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委 

員 

長	

高
木　

直
良

副
委
員
長	

斉
藤
う
め
子

委
　
　
員	

木
下　

裕
三

委
　
　
員	

小
松　

弘
幸

この議会広報は環境に優しい道産間伐材を
配合した用紙を使用しています。
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